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 目的：音声録音再生デモ(SOUNDREC_DEMO) について説明します。
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1. 評価ボード



4

評価ボード上のジャンパーを設定します。

1.1. ジャンパー設定

出力モード JP2 JP3 JP4 J10 J8 J9 J11

スピーカー - - 1-2オープン 1-2オープン スピーカー接続 - -
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電源供給設定 J7 JP1

USB 5V供給 1-2ショート
3-4オープン
5-6ショート
7-8オープン

2-3ショート

表1.2 電源供給の設定

表1.1 出力モードの設定
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別売のマイクモジュールと別売のLEDを入手して、評価ボード上のJ3・J6コネクタに接続します。

1.2. マイクモジュール接続
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マイクモジュールは、アナログデバイセズ社のMAX4466を使用しています。
https://www.maximintegrated.com/en/products/analog/audio/MAX4466.html

https://www.maximintegrated.com/en/products/analog/audio/MAX4466.html
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下記の手順でPCと評価ボードを接続します。

① マイクロUSBケーブルを評価ボードのCN4コネクタに接続します。
② マイクロUSBケーブルをIAR Embedded Workbench または MDK-ARMをインストール済みのPCのUSBポートに接続します。
③ 評価ボード上のLED1とLED2が点灯していることを確認します。
④ RST-NXボタンを押します。

1.3. PC接続

オーディオジャック
(SPK)

RST-NX

DAPLink用micro-USB
コネクタ(CN4)

LED1

LED2

①

③
②

④
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2. デモソフトウェア
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S1C31D41周辺回路サンプルソフトウェアパッケージの
SOUNDREC_DEMOフォルダにあるプロジェクトをビルドし、
評価ボードにダウンロードします。

1. “SOUNDREC_DEMO”ワークスペースファイルをダブルクリックし、
IDEを起動します。

2. プロジェクトをビルドし、ビルド済みのソフトウェアを評価ボード上の
S1C31D41にダウンロードします。

*ソフトウェアのビルド及びダウンロードの詳細については、下記のドキュメントを参照ください。
・ S1C31 Family周辺回路サンプルソフトウェアマニュアル

2.1. ビルド・ダウンロード
[s1c31d5xd41sp_verx_xx]

|- [Licenses] : ライセンス群
|- [Drivers] : ドライバ群
|    |- [board] : 評価ボード関連ドライバ
|    |    |- [S5U1C31D41T1]
|    |    |    |- [ARM]
|    |    |    |- [IAR]
|    |    |    |- board.c/.h : 評価ボードの設定プログラム
|    |    |    |- settings.h : 評価ボード機能設定用定義ファイル
|    |    |    |- …
|    |- [CMSIS] : CMSISドライバ
|    |    |- [Device]
|    |    |    |- [S1C31D41]
|    |    |        |- [Include]
|    |    |        |    |-S1C31D41.h : CMSIS周辺回路アクセスレイヤヘッダファイル
|    |    |        |    |- …
|    |    |        |- [Source]
|    |    |            |- [ARM]
|    |    |            |- [IAR]
|    |    |            |    |- startup_S1C31D41.s : CMSISスタートアッププログラム
|    |    |            |- system_S1C31D41.c : CMSIS周辺回路アクセスレイヤプログラム
|    |    |- [Driver]
|    |    |- [SVD]
|    |- [sePeripheralLibrary] : 周辺回路ライブラリ
|        |- se_clg.c/.h
|        |- se_i2c.c/.h
|        |- …
|- [Middlewares] : ミドルウェア群
|    |- [seHWProcLibrary] : HWプロセッサライブラリ
|    |- [seFlashLibrary] : 自己書き換えライブラリ
|    |- [seEepromLibrary] : EEPROMエミュレーションライブラリ
|
|- [Projects] :サンプルソフトウェア群
|    |- [Demonstration] : デモソフトウェア群
|    |   |- [SOUNDREC_DEMO] :  音声録音再生デモプロジェクト
|    |   |    |- [ARM] : MDK-ARM用プロジェクト
|    |   |           |- soundrec_demo_D41.uvmpw : ワークスペースファイル
|    |   |    |- [IAR] : IAR EWARM用プロジェクト
|    |   |           |- SOUNDREC_DEMO_D41.eww : ワークスペースファイル
|    |   |    |- main.c
|    |   |    |- …
|    |   |- …
|    |- [Applications] : アプリケーションソフトウェア群
|    |- [Examples] : 周辺回路サンプルソフトウェア群
|
|- README.txt
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SOUNDREC_DEMOは、12ビットA/D変換器とHWプロセッサで提供されるSOUNDPLAY機能を使用して、外部接続のマイクモジュール(OPアンプ＋Electricマイク)から
入力される音声を録音し、その録音された音声の再生を行います。

1. SOUNDPLAY用にシステムクロックをOSC3 16MHzに設定します。
2. AD変換器とAD変換のトリガとして使用するT16タイマーの初期化を行います。
3. 外付けQSPI-Flashにアクセスするため、 QSPIの初期化を行います。
4. 周辺部品(DIP switch, Push switch, LED)を制御するポートの初期化を行います。
5. SW1を長押しして、録音動作に入ります。

5.1. SW1の押下を確認し、QSPI-Flashの保存領域の消去を行います。
5.2. 消去終了後、LED1が点灯し、AD変換を開始します。
5.3. 15625Hz周期でAD変換割り込みが発生し、AD変換結果の16BitデータをRAM上の配列に保存します。
5.4. 256バイト分のデータがたまったところでＱSPI-Flashの保存領域への書き込みを実施します。
5.5. SW10の長押しが解除されるか、4秒分のデータが貯まったところで録音処理を停止します。(最大4秒の録音)

6. SW2を押して、再生動作に入ります。
6.1. SW2の押下を確認し、QSPI-Flashのメモリマップドアクセスを有効にします。(音声再生にはメモリマップドアクセスが必須)
6.2. seSoundPlayInit関数(*1)を実行し、HWPのSOUNDPLAY機能の初期化を行います。
6.3. seSoundPlaySetPCM関数(*1)を実行し、QSPI-Flashに保存した音声データのアドレスとサイズを設定します。
6.4. seSoundPlayCommand関数(*1)を実行し、音声の再生を開始します。
6.5. 音声の再生終了後、seSoundPlayFinish関数(*1)を実行してHWPを終了します。
6.6. QSPI-Flashのメモリマップドアクセスを無効にします。 (音声録音にはメモリマップドアクセスが不要)

*1: HWPライブラリの関数仕様(seSoundPlay関数)の詳細については、以下のドキュメントを参照ください。
・ S1C31D41デモソフトウェアガイド ”2. SOUNDPLAY(音声再生サンプル)” (2_S1C31D41_SoundPlay_j_revx.xx.pptx)

2.2. 動作フロー
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SOUNDREC_DEMOでは、プッシュスイッチ(SW1,SW2)を操作して、
外部接続のマイクから入力される音声を録音し、録音した音声を再生します。
本デモの操作手順は以下のとおりです。

① SW7(RESET)を押して、評価ボードをリセットします。
② SW1を長押しで録音処理を開始します。

- QSPI-Flashの保存領域を消去し、録音状態になると外部接続のLEDが点灯
- SW1を押している間は録音を継続
- SW1を離すと録音を停止
*ただし、最大録音時間は4秒(データサイズ128KB)、4秒を超えると自動で録音を停止

③ SW2を押して録音音声の再生を開始します。再生中にSW2を押すと再生を停止します。

2.3. デモ操作

①

② ③

SW7
(RESET)

SW1 SW2

VCC
GND
OUT
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